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関 係 法 � 守宮
（語習） （諸官）
政 令
する省令（文部33) 9 . 13 
0文部省組織令の一部を改正する政令（253) 9 ・25 o国立又は公立の大学における外国人教員
0公立学校の学校医， 学校歯科医及び学校 の任用等に 関する特別措置法第 3 条第 2
薬剤師の公務災害補償に 関する法律のー 項の規定に基づく大学入試センターにお
部を改正する法律の施行期日を定める政 いて任用きれる外国人の国立の大学の教
令（257) 9 . 25 員に相当する職員等の任期に関する省令
0恩給給与規則等の一部を改正する政令 （文部34) 9 . 13 
(260) 9 . 25 0大学入試センター組織運営規則の一部を
0障害に関する用語の整理のための文部省 改正する省令（文部35) 9 ・13
関係政令の整理に関する政令（264) 9 ・25 0文部省設置法施行規則の一部を改正する
0勤労者財産形成促進法施行令の一部を改 省令（文部36) 9 . 25 
正する政令（277) 10・ 1 0学校保健法施行規則の一部を改正する省
令（文部38) 1 0・ 1
府 令
o恩給給与細則及び＼恩給法等の一部を改正 規 則
する法律附則第 13条の規定により給すべ 0人事院規則（初任給，昇格， 昇給等の規準）
き特例傷病恩給の請求手続に 関する総理 の一部を改正する規則（人事院9- 8) 9 ・30
府令の一部を改正する総理府令（総理36) 9 ・25 0人事院規則（通勤手当） の一部を改正す
る規則（人事院 9 - 24) 9 . 30 
省 令
0人事院規則（職員の災害補償） の一部を
o国立又は公立の大学における外国人教員 改正する規則（人事院16- 0 )  9 ・30
の任用等に関する特別措置法第 3 条第 2 0人事院規則（災害を受けた職員の福祉施
項の規定に基づく国立大学共同利用機 関 設）の一部を改正する規則（人事院16-3) 9 ・30
において任用される外国人の国立の大学 0人事 院規則（補償及び福祉施設の実施）
の教員に相当する職員等の任期に関する の一部を改正する規則（人事院16-4) 9 . 30 
省令（文部31) 9 ・13 0人事院規則（管理職員等の範囲） の一部
o国立大学共同利用機関組織運営規則のー を改正する規則（人事院17-0) 9 ・30
部を改正する省令（文部32) 9 . 13 
0教育公務員特例法施行令第 3条の 2の規 15- .：ュ、
定に基づく国立大学共同利用機関の長等 0昭和 5 8年度科学研究費補助金の計画調書
の選考の手続に関する省令の一部を改正 9 . 13 の提出期間を定める件（文部 137) 9 ・20
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昭和57年9 月 1 7日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学学長選考基準の一部を改正する基準
富山大学学長選考基準（昭和 28年 5 月 28日制定）の一部を次のように改正する。
第 2 条第 2号中「辞職」を「辞任」に改める。
第 3 条第1項及び附則（ 昭和54年 3 月1 B） 第 2項中「教養部長」を「教養部長， トリチウム科学セン
ター長」に改める。
第1 3条中「重任の場合は 2年とするUを「再任を妨げない。 ただし， 引き続き 6年を超えることができ
ないりに改める。
附 則
この基準は， 昭和57年9 月1 7日から施行する。





3 .  その他字句を改めるため。
富山大学学長選考基準細則の一部改正
富山大学学長選考基準細則の一部を改正する細則を次のとおり制定する。
昭和57年9 月1 7日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学学長選考基準細則の一部を改正する細則
富山大学学長選考基準細則（昭和 28年1 0月2日制定） の一部を次のように改正する。
第4 条第 1 項中「教養部より」を「教養部から」に改め， 同条第 2 項中「学部又は教養部選出の」を削
り， 「代行するuを「行うりに改め， 同条第 3 項中「ただし， 当該委員が学部又は教養部から選出された者
であるときは， 」を「この場合において， 」に， 「代る」を「当たる」に改める。
第 8 条， 1 2条及び附目lj （昭和54年 3 月l日） 第 2項中「教養部長」を「教養部長， トリチウム科学セン
ター長」に改める。
附 則
この細則は， 昭和57年9 月1 7日から施行する。
砂 富山大学学長選考基準細則の改正理由









昭和5 7 年9月17日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富山大学工学部規則（昭和25 年1 2月15日制定） の一部を次のように改正する。
別表金属工学科の表の専攻科目中
「｜金 属 組 織 学I 4 II 「｜金属組織学第1 I 2 
3 鉄鋼材料学第1 金属組織学第 2 2 
を
目金属 材料学第1 I 2 
金属材料学第2 I 2 
金 属 物 理 学I 2 II」
「｜非 鉄 鋳 造 学I 2 II 「｜金属 鋳造学第1I 3 II 
｜鉄 鋼 鋳 造 学I 4 II」
を
｜金属 鋳造学第2 I 1 1 1」
「IO冶金分析実験I i I I」を「｜冶 金分析実 験I i II」に改め，
「｜非鉄金属 材料学第i I i II 「｜金属 材料学第 3 I 3 I I I I I I を ｜ ｜ ｜｜ とし
｜非鉄金属 材料学第2 I 2 I I 」 一 ｜金属 材料学第4 I 2 11」
「｜金属 材料学第2 I 2 II」の次 に加え， 「｜放射線 工学I i II」，
鉄鋼材料学第 2 I 2 
金 属 物理 学I 1 II」
「｜電気製鉄及び製鋼I 2 II, 
及び「｜材 料 試 験 法I 2 II」を削る。
同表の関連科目中
「｜｜工業化学概論I 3 I 」を削る。
別表機械工学科の表の専攻科目中
「｜蒸気 ボ イ ラI 2 II 「｜燃
｜蒸気電 動 機I 2 II」ー ｜蒸
別表生産機械工学科の表の専攻科目中
： ょ：I � II 」に改める。
「｜材 料 力 学 I 4 II」を「｜材料力学及び演習I5 II」に，
「｜制 御 理 論I 4 II」を「｜制御理論及び演習I5 II」 に，










この規則 は， 昭和5 7 年 1 0月 1日から施行する。
2. 昭和56年度以前の専門教育課程移行者については， なお従前の例による。
砂富山大学工学部規則 の改正理 由
金属 工学科， 機械工学科及び生産機械工学科の授業科目を整理 し， 教育内容の充実を図るため。
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異動区分 発令年月日 氏 名
採 用 57. 9. 3 森 川 和 美
57. 10. 1 松 原 孝 則
昇 任 57. 10. 1 小 原 久 治
II 石 川 義 和
配置換 57. 10. 1 岡 本 日月
降 任 57. 10. 1 寺 津 典 子
II 前 川 久 男
f井 任 57. 9 . 30 棚 田 良 平
II 山 崎 佳 夫
II 棚 田 良 平
57. 10. 1 岡 本 明
II 小 川 洋 通
首字 職 57. 9. 30 高 塚 ノブ子
渡航の種類 所 属 官 職 氏
外 国 出 張 理 学 部 助 教 授 道 端




人 事 異 動
異動前の所属官職
助 教 授 （経済学部）
講 師 （教 養 部）






助 教 授 （人文学部）
II （教 育学部）
技術補佐 員（経 理部主計課）
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者































































































57. 9. 15 
58. 2 . 11 
57. 9  3 








































































































作（経 済 学 部）
吉（経 営短期大学部）
弘（学 生 部）
喜 明（庶 務 部）
龍 二（施 設 課）


















































































現在， 班員は15名 です。 文化展も近づいてきました
ので班員の方のみならず， 同好の方々も奮って参加し
てくださるようお願いします。
















現在， 工学部地 区で毎週1 回約5 ～6 名 の参加者を
得てけいこをしていますが， 五福地 区は， 今後関心の
ある方が集まれば又おけいこを再開しようと計画して
います。 どうぞ御連絡ください。
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在大阪神戸ドイツ連邦共和国総領事一行の来学
9月 8 日休）午後5 時， 富山県総務 課職員の案内によ














く学 生 の 自 殺〉
1972年 度から1981年度までの過去10年 間に， 本学で
は22名 の学生が在学中に死亡している。 この中で， 死
因順位の第1位を占めているのが自殺で9 例を数え，
自殺の疑いが濃いものが他に1例ある。 ちなみに， 死
因順位の第 2 位は不慮の事故， 第 3位は悪性新生物に
よるものである。
当該10年 聞の在籍学生は通 算約4,400 名 であるので，
本学ではこの聞の自殺率は10万対20.7となり， これは
一般人口中の自殺率に比べても決して高いとはいえな








保健管理センタ 教ー 授 中 村 剛
表1 は個々 のケースについて， その特徴を簡単にま
とめたものである。 性別では， 全例が男子であり女子
学生の自殺は皆無である。 しかし， これは偶然の結果
であって， 調査期聞の 前後には女子の既遂 者がみられ
る。 自殺決行時の年 令は21-24オ， 中でも21オでの決
行が多いのが目につく。 これに対して20オ未満の自殺
既遂例はなししたがって入学から自殺決行までの期
間はほぼ2 年 から3年 の聞に集中している。
学部別では， 工学部に5 例， 経 済学部2 例， 理学，
人文学部にそれぞれ1例で， 教育学部には該当例がな
い。 住居別では自宅3 例， 下宿6例で， 下宿からの通
学者がいくぶん多いようである。 自殺手段は，t盆首，
服毒がそれぞれ3 例， 入7.k， カス， 感電によるものが
各1例となっている。
自殺者の性格 についてはだれもが関心をもっ問題で











るが， 対象例中， 診断を確定できたものは2 例で， 具
体的にはケース2 が精神分裂病， ケー ス5 がシンナー
噌癖である。
ここで注目したいのは， 9 例のうち5 例が留年 中に
自殺を決行していることである。 また， 留年 はしてい
ないが， 勉学をなまけ登校を怠っている聞に自殺した





図1 で， 理系（教育学部を含む） と文系を分けて示
したのは， 専門課程で4年 に進級する際 ， 理系では所
定の単位を未修了の学生が留年 する制度があり， 文系
ではそれがないからである。 図でケー ス1 から6 まで





わしている。 すなわち， ケー ス1では入学後， 教養部





3 期目に入ってすぐ自殺している。 ケース3 と4はVI
期まで順調であったが， VII期すなわち4年 に進級して













わり方に関して， 制度上並びに実際 上， これを3種類
に分けることができる。 図lではこれをA , B 及びC
の記号で示しであるが， A では教養部における助言教
官， B では専門の学部における学部補導委員， C では
卒業研究の指導教官が存在し， それぞれ学生に対して
制度上あるいは実際 上の助言指導を行っている。 しか










さて， 図1で明らかなょっに， 対象となった9 例の
自殺決行はいずれも学期の変り目になされている。 一
般に， 自殺の直接動機を青少年 の場合に限ってみると，
景気の変動と失業， 働きにくい職場， 進学競争， 欠損
家庭などに起因する問題をあげることができる。 そし
て， 青年 層の自殺率変動の激しさからみて， 自殺が社
会的要因に影響きれやすいものと推測されている。 こ
のことは次のグラフからもうかがうことができる（図
2 ）。すなわち， 自殺の月別変動指数をみると， 15～19
オの者では4 月と9 月に， 20～24 オでは4月にピーク
がある。 前者は大多数が在学中の年 令に相当しており，
学期の変り目に当たって自殺するものが多いために9






期」は， 大半が半月からl年 以内であり， さらに 「自
殺決行決意の時期」は， 女子においては直前の者が4
割強で圧倒的に多く， 男子では前日の者が最も多いと
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） 価 特 記 事 項
Case 1 21 男 工学 い首 3年 l月（現役入学） 自宅 親切， やや神経 質 留年 中
2 21 男 工学 い首 2 年 6月（ー浪） 自宅 努力家， わがまま 留年 中 ， 分裂病
3 21 男 工学 服毒 3年 （現役） 下宿 一一一 ， 口べた
4 21 男 工学 服毒 3年 （現役） 自宅 熟慮、型， のん気
5 21 男 工学 入水 3年 （現役） 下宿 堅実， 口べた シンナーし癖， 留年 中
6 22 男 理学 服毒 4年 （現役） 下宿 まじめ， 内向的 留年 中
7 21 男 経済 ガス 2 年 （ー浪） 下宿 忍耐強い， 一一 休学1年 ， 怠学中
8 22 男 経 j斉 感電 2 年 6月 （ー浪） 下宿 根気強い，指導性欠如










助 教 凶（専門註経 鮮） 高 橋
1；：じグ》
工 学 部




















































































30 日 昭和57 年度 9月 卒業・修了生の 卒業証書及
び修了証書授与式
｜教育子竺l





























経 済 学 部 ｜













































































富山市五福3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富山 市曙町 9 - 1 
電話（33)33 56肋
Fhv 
